
2026年(令和８年)度 

一 般 編 入 学 試 験 問 題 〔 A 日 程 〕 

専 攻 科 目 
2025年(令和７年)11月 23日 

 

日本文化 

（ １／１ ） 

 

次の１、２、のうち、どちらか１つを選び、答えてください。答えは解答用紙に書いてください。（５０点） 

 

１、日本の民俗文化・慣行・建築物・人物などに関する以下の語群のうちから３つを選び、それぞれ 100 字程度で 

説明しなさい。（ 選んだ語を説明文の前に必ず記入しなさい ） 

 

   祇園祭、大阪・天神祭、仙台・七夕まつり、初詣、春の彼岸、秋の彼岸、紅葉狩り、海の日、勤労感謝の日、 

憲法記念日、江戸城、名古屋城、銀閣寺、北野天満宮、東大寺、柳田国男、ラフカディオ・ハーン 

 

 

２、端島（軍艦島）は、2015 年に「明治日本の産業革命遺産」としてユネスコの世界文化遺産に登録されました。 

では、なぜ世界遺産に選ばれたのか。その理由と「世界文化遺産」に登録される意義について 400 字程度で 

説明しなさい。 



2026年(令和８年)度 

一 般 編 入 学 試 験 問 題 〔 A 日 程 〕 

専 攻 科 目 
2025年(令和７年)11月 23日 

 

日本文学 

（ １／１ ） 

 

次の１、２、の問いに答えてください。答えは解答用紙に書いてください。 

 

１、次の作品の中から３つ選んで概説しなさい。選んだ作品名を必ず【 】内に記入すること。 

（10点×３＝30点） 

 

『古事記』・『伊勢物語』・『枕草子』・『新古今和歌集』・『大鏡』・『曽根崎心中』・ 

『東海道中膝栗毛』 

 

 

２、次の作品の中から２つ選んで概説しなさい。選んだ作品名を必ず【 】内に記入すること。 

（10点×２＝２0点） 

 

    『舞姫』・『破戒』・『こころ』・『地獄変』・『城の崎にて』・『雪国』 

 

 

  



2026年(令和８年)度 

一 般 編 入 学 試 験 問 題 〔 A 日 程 〕 

専 攻 科 目 
2025年(令和７年)11月 23日 

 

日本語学 

（ １／１ ） 

 

次の１、２、の問いに答えてください。答えは解答用紙に書いてください。（25点×２＝50点） 

 

１、下記の（１）（２）は中国語を母語とする日本語学習者の誤用例です。それぞれの下線部は同じ理由で正しくない 

誤用と判断されます。これらを修正し、なぜこれらの例文のような場合に誤用が起きるかを説明してください。 

 

（１）大きいのかばんを買いました。 

（２）前に住んでいたのところは北京でした。 

 

 

２、下記の（１）（２）（３）の下線部について、形態的な観点・文法的な観点・用法的な観点から（１）（２）（３）の

違いを説明してください。 

 

（１） どろぼうに財布を盗まれた。 

（２） 子どものとき父親に死なれて苦労しました。 

（３）  先生にほめられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2026年(令和８年)度 

一 般 編 入 学 試 験 問 題 〔 A 日 程 〕 

専 攻 科 目 
2025年(令和７年)11月 23日 

 

日本語教育 

（ １／１ ） 

 

次の１、２、の問いに答えてください。答えは解答用紙に書いてください。（25点×２＝50点） 

 

１、次の語群から３つを選び、それぞれ 100字程度で説明してください。選んだものの記号を説明文の前に必ず記入 

すること。 

 

(a)鼻濁音、(b)レディネス調査、(c)ルーブリック評価、(d)インフォメーションギャップ  

(e) TPR、(f) モダリティ、(g)感情形容詞の使用制限、(h)言語学習で使用するドリルの種類 

     

 

２、日本語教育参照枠について日本語教員として知っておくべき知識を 300字程度で説明してください。説明には、 

下記の用語を必ず全て使用すること。 

 

登録日本語教員、CEFR、言語能力記述文、６段階の尺度、４技能、学習者の学習目的 

 

 


